
活
動
レ
ポ
ー
ト

ヒ
グ
マ
の
大
量
出
没
を

予
測
す
る　
丨
ミ
ズ
ナ
ラ
と
ハ
イ
マ
ツ
の
豊
凶
調
査
丨

の
た
め
、
ミ
ズ
ナ
ラ
堅
果
の
豊

凶
の
程
度
を
正
し
く
知
る
た
め

に
は
広
域
的
な
調
査
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
知
床
半
島
を
６

区
分
（
Ａ
～
Ｆ
）
し
、
各
地
区

で
選
定
し
た
調
査
木
（
合
計
約

１
９
０
本
）
を
対
象
に
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
調
査
は
、
双
眼
鏡
を
使
っ
て

枝
先
に
つ
い
て
い
る
堅
果
の
数

を
数
え
る
「
双
眼
鏡
カ
ウ
ン
ト

法
」
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

指
標
木
ご
と
に
二
人
一
組
で
立

ち
位
置
を
変
え
な
が
ら
30
秒

間
の
カ
ウ
ン
ト
を
３
回
行
い
ま

す
（
２
名
で
計
６
回
の
カ
ウ
ン

ト
）。
こ
の
調
査
方
法
に
は
い
く

つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
簡
便
で
精
度
の
高
い
デ
ー
タ

を
得
ら
れ
る
。（
必
要
な
道
具

は
、
双
眼
鏡
・
タ
イ
マ
ー
・
カ

ウ
ン
タ
ー
だ
け
）

▼
堅
果
が
熟
し
て
落
下
す
る
前

の
比
較
的
早
い
時
期
に
調
査
を

実
施
で
き
る
。

▼
少
な
い
人
数
で
調
査
を
実
施

ミ
ズ
ナ
ラ
の
豊
凶
調
査

① 

調
査
方
法

　
ミ
ズ
ナ
ラ
堅
果
の
豊
凶
に
は

年
次
差
（
年
に
よ
る
違
い
）
と

地
域
差
（
場
所
に
よ
る
違
い
）

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ど
ん
ぐ
り
が
大

豊
作
に
な
る
年
も
あ
れ
ば
、
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
実
り
が

な
い
年
も
存
在
し
ま
す
。
ま

た
、
凶
作
の
年
で
あ
っ
て
も
場

所
に
よ
っ
て
は
実
り
が
極
端
に

良
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ

　

人
の
生
活
圏
で
あ
る
市
街

地
や
農
地
に
ヒ
グ
マ
が
出
没
す

る
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
近
年

世
間
を
騒
が
し
て
い
ま
す
。
人

と
ヒ
グ
マ
が
上
手
く
共
存
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
知
床
半

島
も
例
外
で
は
な
く
、
人
の
生

活
圏
に
ヒ
グ
マ
が
侵
入
し
て
く

る
事
例
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
事
象
が
頻
発

し
、軋
轢
が
増
大
す
る
現
象「
ヒ

グ
マ
の
大
量
出
没
」
が
、
知
床

で
は
過
去
に
２
回
（
２
０
１
２

年
・
２
０
１
５
年
）
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
１

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
環
境

研
究
総
合
推
進
費
に
よ
る
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
大

量
出
没
年
に
は
晩
夏
の
重
要
な

餌
資
源
で
あ
る
ハ
イ
マ
ツ
球
果

（
松
ぼ
っ
く
り
）
と
、
カ
ラ
フ

ト
マ
ス
が
同
時
に
不
足
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
５
年
の
特

徴
と
し
て
は
、
晩
夏
の
餌
資
源

の
不
足
に
加
え
、
秋
季
の
重
要

な
餌
資
源
で
あ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
堅

果（
ど
ん
ぐ
り
）が
凶
作
で
あ
っ

た
た
め
に
、
秋
以
降
も
ヒ
グ
マ

の
出
没
が
継
続
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
ヒ
グ
マ
の
大
量
出

没
を
左
右
す
る
鍵
と
な
る
食

物
の
豊
凶
を
把
握
で
き
れ
ば
、

大
量
出
没
を
予
測
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
知
床
財
団
で
は
、

２
０
１
９
年
か
ら
広
域
的
な
ミ

ズ
ナ
ラ
の
豊
凶
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
イ
マ
ツ
に

関
し
て
は
、
ハ
イ
マ
ツ
球
果
の

豊
凶
の
事
前
予
測
を
目
的
と
し

た
調
査
を
２
０
２
３
年
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
ミ
ズ
ナ

ラ
と
ハ
イ
マ
ツ
の
豊
凶
調
査
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
年
発

生
し
た
大
量
出
没
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

で
き
る
。（
二
人
一
組
）

▼
調
査
時
間
が
短
い
。（
二
人

で
調
査
を
実
施
す
れ
ば
、
30
秒

×
３
回
で
一
本
の
木
の
結
実
程

度
が
わ
か
る
）

▼
結
実
程
度
を
数
値
と
し
て
定

量
化
で
き
る
。

　

ミ
ズ
ナ
ラ
の
豊
凶
調
査
は
、

堅
果
（
ど
ん
ぐ
り
）
が
熟
し
て

大
き
く
な
り
始
め
る
８
月
中
旬

か
ら
９
月
の
上
旬
に
か
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
斜
里
側
と
羅

臼
側
で
は
、
堅
果
の
生
育
速
度

が
異
な
り
、
よ
り
温
暖
な
斜
里

側
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
実
の
方
が
早

く
成
熟
す
る
た
め
、
調
査
は
斜

里
側
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

② 

調
査
結
果

　
２
０
１
９
年
～
２
０
２
３
年

の
５
年
間
に
お
け
る
結
実
の
結

果
を
図
２
に
示
し
ま
し
た
。
こ

の
図
か
ら
次
の
結
果
を
見
て
取

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
斜
里
側
（
Ａ
～
Ｃ
地
区
）
で

は
大
豊
作
と
呼
べ
る
エ
リ
ア
が

あ
り
、
そ
れ
が
同
調
す
る
。

▼
大
豊
作
の
翌
年
に
は
凶
作
と

な
る
。

▼
羅
臼
～
標
津
側
（
Ｄ
～
Ｆ
地

区
）
で
は
斜
里
側
に
比
べ
堅
果

の
生
産
性
が
相
対
的
に
低
い
。

（図２）

※環境研究総合推進費による研究プロジェクトに
ついては以下でご紹介しています。
▶ SEEDS No.245『知床半島にヒグマは何頭生息
しているのか？』
▶ SEEDS No.255『知床半島に生息するヒグマの
数とマネジメントの今後』
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調
査
研
究
室　

梅
村 
佳
寛

※

▲双眼鏡を用いたミズナラ堅果のカウント調査

▲（写真 1 - 上）ハイマツの未成熟球果 （写真 2 - 下）ハイマツの成熟球果 ▲ミズナラの堅果（どんぐり）

▲（図 2） ミズナラ堅果のエリア別平均結実数（30 秒間の双眼鏡カウントによる 6 回の平均値）

▲（図 1）環境研究総合推進費「遺産価値向上に向けた知床半島における大型哺
乳類の保全管理手法の開発」において設定された調査エリアおよび調査木の位置図



知床財団のスタッフは普段どんな仕事をしているの？
あまり知られていない日々の取り組みをご紹介します。

　ふるさと少年探険隊は、羅臼町子ども会生育協議会と
羅臼町教育委員会が主催で、昭和 56 年から始まり今年
で 39 回目の開催です。羅臼町の子供たち（小学４年生～
中学３年生）へ「ふるさとの自然に親しみ、豊かな心を養
うとともに、郷土愛や忍耐力、協調心を育てる。」ことを
目標に行われています。
　このプログラムでは 27 名の子どもたちが、５泊６日の工
程で知床半島先端部地区にあるモイレウシまで石浜歩き
や崖登りをしキャンプ地に向かいます。キャンプ地では森
や海などの自然体験プログラムに参加します。また探険隊
を 2 回経験した子どもは、知床岬までトレッキングするこ
とができます。まだ見ぬ自然に立ち向かう子供たちの姿は、
まさに立派な探険家に見えました。

　知床自然教室は、全国から集まる子どもたちが知
床の自然を体験する 6 泊 7 日のサマーキャンプ活動
です。100 平方メートル運動参加者の交流事業として
始まったこの自然体験活動は 40 年以上の歴史があ
ります。これまでのべ 1800 人を超える子どもたちが
知床の自然を体験しましたが、コロナ禍の影響により
2019 年から活動休止を余儀なくされていました。
　しかしこの夏、開催を待望する多くの声に支えられ、
知床自然教室は 4 年ぶりに復活を遂げました！
　今回は 33 人の子どもが、知床の海、川、森を体
験するプログラムに挑戦しました。期間中、猛暑日や
悪天候もありましたが、事故や怪我もなく参加者全員
が笑顔で自然教室を修了しました。

第 39 回ふるさと少年探険隊

第 41 回 知床自然教室

知
床
財
団

活
動
日
記

知床財団ホームページ「活動ブログ」
にて、詳細をぜひご覧ください！

ハ
イ
マ
ツ
球
果
の

豊
凶
調
査　

　

① 

調
査
方
法

　
ハ
イ
マ
ツ
球
果
の
豊
凶
調
査

に
関
し
て
は
、
球
果
痕
（
写
真

３
）
か
ら
過
去
の
実
り
を
推
定

す
る
方
法
が
一
般
的
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
調
査
手
法
で
は
翌

年
ど
の
く
ら
い
実
を
つ
け
る
か

と
い
う
予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。

ハ
イ
マ
ツ
の
球
果
は
２
年
か
け

て
成
熟
す
る
た
め
、
未
成
熟
の

球
果
（
写
真
１
）
が
結
実
す
る

夏
頃
に
そ
の
個
数
を
数
え
て
お

け
ば
、
翌
年
の
成
熟
球
果
（
写

真
２
）
の
数
を
予
測
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
知

床
財
団
で
は
、
ハ
イ
マ
ツ
球
果

の
豊
凶
の
事
前
予
測
を
目
的
と

し
た
調
査
を
今
年
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
今
年
は
知
床
峠
、

羅
臼
湖
、
硫
黄
山
、
斜
里
岳
の

４
地
点
で
調
査
を
行
い
ま
し
た

（
図
３
）。
調
査
方
法
は
簡
単

で
、
地
点
ご
と
に
ラ
ン
ダ
ム
に

調
査
対
象
木
を
30
本
選
定
し
、

主
軸
と
な
る
枝
先
に
つ
い
た
未

成
熟
の
球
果
数
と
成
熟
球
果
数

を
数
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

② 

調
査
結
果

　

今
年
成
熟
し
た
球
果
数
は
、

斜
里
岳
を
除
い
て
軒
並
み
少

な
く
、
知
床
半
島
の
広
い
エ
リ

ア
で
凶
作
と
い
え
る
状
況
で
し

た
。
一
方
で
、
来
年
成
熟
す

る
２
０
２
３
年
の
未
成
熟
球
果

は
、
４
地
点
と
も
に
あ
る
程
度

結
実
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
未
成
熟
球
果
が

ど
れ
ほ
ど
残
り
き
ち
ん
と
成
熟

す
る
の
か
、
来
年
同
様
の
調
査

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
残
存
率

を
定
量
化
で
き
れ
ば
、
ハ
イ
マ

ツ
球
果
の
豊
凶
を
事
前
予
測
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

調
査
中
に
起
き
た

大
量
出
没　

　　
ヒ
グ
マ
の
大
量
出
没
を
予
測

す
る
た
め
に
始
め
た
こ
れ
ら
の

調
査
で
す
が
、
そ
の
最
中
に
大

量
出
没
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
年
は
ハ
イ
マ
ツ
の
成

熟
球
果
が
斜
里
岳
を
除
い
て
ほ

ぼ
な
く
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
は
不

漁
年
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
は
ミ

ズ
ナ
ラ
堅
果
も
凶
作
と
い
う
状

況
で
、
大
量
出
没
の
ピ
ー
ス
が

全
て
揃
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
大
量
出

没
の
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た

ハ
イ
マ
ツ
や
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、
ミ

ズ
ナ
ラ
と
い
っ
た
食
物
資
源
の

不
足
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な

い
現
象
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ヒ
グ
マ
が
ハ
イ
マ
ツ
球

果
や
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
を
食
べ
始

め
る
時
期
よ
り
も
か
な
り
早
い

タ
イ
ミ
ン
グ
（
春
先
～
夏
）
か

ら
、
斜
里
町
農
地
で
の
ヒ
グ
マ

の
出
没
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ト
ロ
市
街
地
に
お
い
て

も
複
数
の
ヒ
グ
マ
が
複
数
回
に

渡
っ
て
市
街
地
に
侵
入
し
、
走

り
回
る
な
ど
、
人
身
事
故
が
起

き
か
ね
な
い
極
め
て
危
険
な
状

況
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
さ
ら
な

る
分
析
と
検
証
が
必
要
で
す
。

　
大
量
出
没
を
予
測
す
る
こ
と

は
重
要
で
す
が
、
大
量
出
没
を

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ヒ
グ

マ
の
個
体
数
は
知
床
半
島
で
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
道
的
に

も
ヒ
グ
マ
の
個
体
数
は
増
加
し

て
お
り
、
生
息
分
布
が
広
が
っ

た
結
果
、
人
の
生
活
圏
や
そ
の

周
辺
に
頻
繁
に
ヒ
グ
マ
が
侵
入

し
て
く
る
現
象
が
深
刻
化
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ヒ
グ
マ
と
ど
う

折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か
。

そ
の
選
択
肢
の
中
に
は
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
き
た
電
気
柵
の
設

置
や
ゴ
ミ
対
策
の
さ
ら
な
る
強

化
、
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発

の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

人
の
生
活
圏
周
辺
に
生
息
す
る

ヒ
グ
マ
へ
の
捕
獲
圧
を
強
化
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ヒ

グ
マ
管
理
の
考
え
方
を
根
本
か

ら
見
直
す
、
そ
ん
な
時
代
が
訪

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲（写真３）ハイマツの球果痕

▲（図 4） 2023 年の成熟球果数▲（図 5） 2023 年の未成熟球果数
（翌年成熟する予定）

▲（図 3） ハイマツの分布と調査位置

※

※球果痕とは、枝に残る過去の球果がついていた痕跡のこと。




